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平成24年３月期業績と前期実績との差異に関するお知らせ 

 

 平成24年３月期（平成23年４月１日から平成24年３月31日）の業績と、前期（平成22年４月１日から平成23

年３月31日）の業績との差異について、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 
１．平成24年３月期業績と前期業績との差異（非連結） 

（単位：百万円，％） 

 営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 
四半期純利益

前 期 実 績 （Ａ） 
( 平 成 2 3 年 ３ 月 期 ) 

2,077 417 362 260 5,222円92銭

当 期 実 績 （Ｂ） 
( 平 成 2 4 年 ３ 月 期 ) 

2,623 432 422 235 4,814円71銭

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 545 15 59 △25 408円21銭

増 減 率            （％） + 26.3 + 3.6 + 16.5 △ 9.6 △ 7.8 

 

２．差異の発生理由等 

当事業年度中に何度か日本政府・日銀による円売り介入が実施されたことでボラティリティが高まる場面もありま

したが、１事業年度を通して総じて円高、低ボラティリティ相場に終始した年度だったこともあり、当社が特許を取

得している代表的な自動発注機能「トラップリピートイフダン(R)」を用いても苦戦を強いられるほど低ボラティリテ

ィな相場環境ではありましたが、１事業年度を通して預り資産残高や顧客口座数といった収益基盤が堅調に拡大し、

さらには、新たな自動発注機能として「ダブルリピートイフダン(R)」をリリースし、そして「トラップリピートイフ

ダン(R)」を進化させた「せま割20」などを年度後半に矢継ぎ早にリリースするなどして、ＦＸ業界全体がレバレッジ

規制の影響などで苦戦を強いられ続けている環境下において、当社は前事業年度と比べても順調な業績の拡大を実現

できた結果、営業収益は2,623百万円（前事業年度比26.3％増）となりました。営業費用に関しては、第１四半期での

自粛期間の後、第２四半期以降で「Ｍ２ＪＦＸ」のリリース、顧客区分管理信託の受託先信託銀行の変更やカバー取

引先金融機関の変更・追加などに伴うシステムの大幅リニューアルに係る必要コストの計上やそれに伴っての償却負

担の増加、第２弾のレバレッジ規制とＦＸ税制改正のスタートを前後して強化した広告宣伝・ＰＲ活動などの戦略的

な費用を計上したことなどによって2,191百万円（前事業年度比31.9％増）となり、営業利益は432百万円（前事業年

度比3.6％増）となりました。営業外収益は、受取利息の計上などにより２百万円、営業外費用は支払利息の計上など

により11百万円となった結果、経常利益は422百万円（前事業年度比16.5％増）となりました。税引前当期純利益は、

特別損失として固定資産除却損を６百万円計上した結果、416百万円（前事業年度比19.0％増）、法人税等合計額とし

て180百万円を計上した結果、当期純利益は235百万円（前事業年度比9.6％減）となりました。 

以  上 


